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 化学者が「デザイナー」となって思いのままに、タンパク質の機能や構造をデザインしコントロール

することが可能となれば、「必要な時、必要な機能を自発的に発動するバイオナノロボット」が、医薬・

バイオテクノロジー分野で活躍する時代もそう遠くないのかもしれない。その足がかりとなる研究と

して、本研究では「シンプルなデザインによる人工タンパク質集合体」に「天然タンパク質の潜在能力

（本研究においては伸縮性）」を与えることで、ユニークな機能を有したバイオマテリアルの作製を可

能とする「タンパク質デザイン」の構築を目指し研究を開始した。 

 本年度は、本研究において基盤となる「シンプルなデザインによる一次元タンパク質集合体」の構築

に着手した。まず、集合体の形成パーツとなるタンパク質の遺伝子工学的手法による人工 DNA の合成

を行ったのち、大腸菌による発現系の構築、タンパク質の精製を行った。その後、精製した形成パーツ

を用いて、集合体の初期検討を UV・Native Page Gel 等を用い、目的とするタンパク質集合体の形成

を確認した。さらに、現在、電子顕微鏡を用いることで作製したタンパク質集合体の詳細の確認を行っ

ている。また、「天然タンパク質の潜在能力（伸縮性）」を形成パーツに取り入れたデザインにおいても

同様に、人工 DNA の合成、大腸菌による発現系の構築、タンパク質の精製まで至っており、今後、作製

した一次元集合体へ融合を行うことで、「人工的に伸縮性を制御可能とする一次元タンパク質集合体」

の構築を行う。今後、作製したタンパク質集合体の形成確認を行った後に、その構造変化は原子間力顕

微鏡などを用いることによって、リアルタイムでの観測を試みる。本研究の基盤となる「機能を有した

一次元集合体の構築」に続き、さらなる高次元化・高機能化を目指して研究を推進することで、将来作

製を目指すバイオナノロボットの創成を目指す。 

 

 

 

 


